
乳癌局所再発に対する塞栓術乳癌局所再発に対する塞栓術

その後の経過をその後の経過を





56y.o. F 56y.o. F 

 局所進行乳癌局所進行乳癌

 化学療法後化学療法後

 放射線療法放射線療法

 心不全のため、心不全のため、全身化学療法全身化学療法できずできず



12/26 ＣＴ 腫瘍は増大傾向。



左局所進行乳癌TACE







 計９回カルボプラチン計９回カルボプラチン150mg150mg動注施行動注施行

 骨髄抑制のため、継続断念骨髄抑制のため、継続断念

 以後経過観察以後経過観察

局所からの出血のコントロール目的に局所からの出血のコントロール目的にTAETAE依頼依頼



















討論討論

 HCCHCC塞栓術後の治療効果判定にコーンビー塞栓術後の治療効果判定にコーンビー
ムムCTCTは有用であるは有用である リピオドール集積不良なリピオドール集積不良な
HCCHCCを検出可能であったとのことを検出可能であったとのこと


